企画書

JAIMAカンファレンスでの日中韓環境分析研究交流会シンポジウム
「2005 China-Japan-Korea Symposium on Environmental Analytical Chemistry」

環境分析と分離分析の最前線

趣旨説明

ガスクロマトグラフィー研究懇談会は会員サービスの拡充と見聞を広めることを目的として中国、韓国、台湾との国際交流をすすめてきました。はじめは手探りの状態でしたが、ようやく方向性や意義付けなどの点で明確な方針を立て持続性のある方向が見えてまいりました。懇談会レベルでの国際交流は、あまり大規模なものを企画することは望むべくもなく、むしろ持続性のある取り組みが一番かと考えております。取り組みの内容としては、相手国における日本につながりのある帰国研究者、日本に留学生の派遣を考えたり、共同研究を目指している研究者を中心に緊密な連絡を行っていくことを模索しております。交互に交流することで互いの協力関係を保つことが可能と考えておりますが、日本でのガスクロマトグラフィー研究懇談会による単独開催は会場や運営費用などの点で開催者側にも海外の参加者にも負担が大きく、なかなか日本開催を実現することが難しい状況にあります。

このような状況を解決する方法として、JAIMAカンファレンスの場をお借りして、ガスクロマトグラフィー研究懇談会のみならず他の研究懇談会と共同して(できればセパレーションサイエンスのレベルで)、国際協力の場を設けられないかと言う意見が出て参り、ここに企画案を作成いたしました次第です。（社）日本分析機器工業会の協力が頂けたので会場の問題は解決し、分析機器展の見学も同時に可能となることから研究懇談会を支援いただいている業界にとってもわが国の分析機器を広く海外に紹介する一助となるのではと考えております。

形式はシンポジウムとし、招待講演による講演を中心に、各研究懇談会の活動紹介を行うというものです。また、中国の分析化学と分離分析を取り巻く環境についてランチョンセミナーを行います、招待講演は若手の研究者を中心に中国と韓国の研究紹介をいただき、また若手交流会のポスター発表にも参加をお願いすることを通じて研究の交流の場を提供し意見交換などを行うというものです。

主催：GC、LC、IC、FIA各研究懇談会（日中韓環境分析研究交流会）

後援：（社）日本分析化学会、（社）日本分析機器工業会

会場：幕張メッセ国際会議場国際会議室

日程：9月1日（10時から17時40分）

1、 招待講演（1講演15分ないし30分）を18テーマ程度：18名

2、 基調講演、各研究懇談会が1テーマ講演(10分程度)：5名

3、 ランチョンセミナー（12時30分から13時２0分まで講演会会場にて）：話題提供は中国2名、司会と進行は日本と側
公式言語：英語（通訳なし）

意見交換会：各研究懇談会が合同で企画、招待講演者を中心に意見交換をおこなう。

招待講演：18名（旅費・宿泊費補助支給（中国）、講師謝金（韓国））
　日本から帰国した若手研究者、日本ゆかりの在外研究者、日本に学生を派遣予定の研究者などを中心に、各国における研究者の状況や分離分析や環境分析の最新の話題を提供する。講演者はセパレーションサイエンスの各研究懇談会が1-2名推薦する。
　招待講演者の一部は若手交流会のポスターセッションにも発表を依頼する・
基調講演

各研究懇談会が活動紹介や最新のトピックスを提供する。5名程度を予定。

ランチョンセミナー
中国の分析化学に関連した活動紹介、帰国した研究者を取り巻く環境などを紹介する。（参加者にサンドイッチ程度の軽食を用意する。）
参加予定者、規模

50から100名を想定。各研究懇談会の運営委員が全員参加するとして50名を確保する。

講演要旨集：若手交流会、IC懇・GC懇講習会と合冊とする。
大会委員長

LC研究懇談会、セパレーションサイエンス委員長　中村　洋、東京理科大学

事務局

GC研究懇談会　副委員長　前田恒昭、（独）産業技術総合研究所

E-mail:maeda-t@aist.go.jp
実行委員名簿、プログラム案を添付
